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松原コーディネーター(以下ＣＯ) 
 討論を次の３つくらいに絞って進
めたいと思います。 
（１）生涯学習はどうなっている
か。その評価はどうか。 
（２）社会参加、貢献に特色がある
か。特色を出すためにどうしたらい
いか。 
（３）これからの１０年、２０年に
どんな展開ができるか。更なる充実
を図るにはどうしたらいいか。 
 先ず１期生の内海さんに伺いま
す。 
内海さん：カレッジができるという
ので応募しましたら入学試験があ
り、これにはびっくりしました。何
    とか通り、平成５年９月に
    入学しました (当時は９月
でした)。学校は何もかもが新鮮で毎
日が楽しゅうございました。平成７
年１月みなさんご承知の大震災があ
り学校は休校となりました。被災さ
れた方々をお見舞いしたり、勇気付
けたりしているうちに自然とボラン
ティア活動が身についたような気が
します。 
ＣＯ：中島さん如何でしょう？ 
中島さん：自由な雰囲気の中で体系
的なカリキュラムを学ぶことは素晴
   らしい事と思います。生涯学
   習については、私は６５歳ま
ではⅠ期入門期で新しいことを学び
６５歳からはⅡ期、学んだことを如
何に社会に還元するかの時だと思っ
ています。 
ＣＯ：浅野先生如何ですか？ 
浅野さん：放送大学の資料作りのた
め取材させていただいた時、ベトナ
   ム人の子供達への学習指導の
   ボランティア活動に取り組ん
でおられる姿を拝見し、感激しまし
た。社会参加、社会還元のための人

材育成だけでよいのか疑問を感じる
のですがね。 
中島さん：“わ”の事情から言えば
ボランティアは無理してやるもので
はない。むしろ自分のためにやると
考えたほうがいい。 
内海さん：「人のためになれたらい
い」とだけ考えてやってきました。
ＣＯ：ＮＰＯの先人である中村さん
如何ですか？ 
中村さん：皆さん方の世代はサード
エイジと呼ばれています。私は団塊
    の世代に属しています。サ
    ードエイジは私たちのお手
本になって頂きたい。過去１０年を
失われた１０年というようですが、
私はそうではないと考えています。
この間にＮＰＯは格段に増えまし
た。全国で１万４０００団体ありま
す。それから私が期待することは学
びを目的とするのでなくボランティ
アをするための手段として考えてい
ただきたい。 
ＣＯ：学びを目的としてもいいので
はないでしょうか。学びも楽しいで
すよ。 
中村さん：松原コーディネーターも
浅野先生も学者でいらっしゃるから
そうおっしゃいますが、私達は実践
が大事ですから学びは手段と考える
のです。 
今井学長：社会が急速に変っていき
ますので、その変化についていける
    高齢者になるため、学ぶこ
    とも必要だと私は考えま
す。学ぶことによって次のゴールを
見つけるということもあります。 
ＣＯ：カレッジの更なる発展のため
にどうすればいいでしょうか？ 
中島さん：実践をしていくといろい
ろとつまずくことがある。その場合
レベルの高い講座に入って学びなお

すといったシステムが考えられない
だろうか。 
高齢者学習の欠点として学んだだけ
で実践に生かせないことがある。創
立以来１０年経ったので、１・２期
生の考え方と１０期生とではかなり
違っていると思われます。新しいカ
リキュラムにし、実践のためのきっ
かけを作ってあげることも必要でし
ょう。例えばワークショップ。 
ＣＯ：カレッジのこれからに期待す
ることは？ 
浅野さん：社会参加は重要なことで
すが、それだけでなく個人、夫婦、
家族のレベル向上に繋げていき生活
を楽しんでいけることが重要と思い
ます。その秘訣をＳＣで学ぶことが
できたらと思います。 
ＣＯ：学びを通じて自分を相対化で
    きるということですね。社
    会を相対化して見ることが
できるということですね。 
中村さん：私は３つのことを期待し
たいですね。１つは、ＮＰＯとカレ
ッジを繋ぐネットワーカーがほし
い。行事のあるときだけでなく日常
的な活動の中で連携をしていく方が
ほしいです。２つは自主活動のワー
クショップを取り入れてほしい。３
つ目は次の世代を見つけるための何
か工夫がほしい。例えば社会参加を
して頂けた方にポイントを差し上
げ、ポイントをたくさん持っている
方は優先的にカレッジに入学できる
とか。私は｢机｣､｢名刺」を用意し｢仕
事｣をして頂く工夫をしています。 
ＣＯ：内海さん如何ですか？ 
内海さん：当初ベトナムの子供達へ
のボランティアにはＳＣからは殆ど
ありませんでしたが、今では十数人
の方が参加されている。このような
広がりがもっと増えることを期待し
ています。 
ＣＯ：本日はありがとうございまし
た。◆ 
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